
ワイヤレス Part 1
新たなヒーロー、ハナが登場！
彼女はどんな力を持つのか？
誰と出会い、誰と戦うのか？

彼女の物語はここから始まる。



誰もが同じ「普通」に
定義されるわけじゃない。



これは私の祖母、
タンタ。

通信手段は
まったくなく、
仲間が攻撃を
整えるために
使えたのは
のろしだけ。

勝ち目のない戦いだった。

それでも、祖母たちは戦った。

祖母は決してあきらめなかった。
そして、生き延びた。

祖母はナチスと戦う
レジスタンスの一員だった。

ドイツドイツドイツ
ベルリン1944年



これは私の母、ザハヴァ。
ヘルメットで
分からないと思うけど、
母はとても美しい人だった。

母はイスラエル初の
女性パイロットの1人。

真ん中にいる
女の子が私。
ハナ。

度重なる戦争は終結。
大戦は終わりを告げた。
そう信じたかった。

母と祖母の血を
受け継いでいるとは
言いがたい。

6日戦争ではミグ2機を撃ち落とした。

イスラエルイスラエルイスラエル
エルサレム1967年



アブ・アリ・ハディがテルアビブ発エルサレム行きの
バスのハンドルを握り、キルヤット・ヤーリムの
崖からバスごと転落。
これがイスラエル初の自爆攻撃だった。

母と祖母の葬儀のとき、
私はまだ入院していた。
きちんと弔えなかった。

さよならを
言えなかった。

祖母は
アウシュビッツを、
母は独立戦争を
生き抜いた。
２人とも“交戦規則”
に従って行動し、
生き残ってきた。

それなのに、
どこかの卑怯者が
それを変えてしまった。

私には
受け継ぐべき伝統がある。

イスラエルイスラエルイスラエル
エルサレム1989年



上官、
私は落下傘部隊を
希望します。

理由を
うかがえますか？

事務職ですか？
私には戦地任務に適した、
それ以上の能力があります。

君の心が
懸念されているのだ。

何の問題もないと
保証します。

君の心が欲しているのは復讐だ。
それでは第一線での
君の判断力は信用ならない。
従って、君にはずっと
コンピュータの前に
座っていてもらう。

それは無理だ。

ギテルマン、君の技能には
誰もが感心している。
しかし、情報機関の任務に
就いたほうが国のためになる。

イスラエルイスラエルイスラエル
ベルシェバ1997年



計画された攻撃。
企てられた戦略。
私は分析した。
そして、弱点を発見した。

好調なときは、敵が動く前に
その動きが読めるかのようだった。

私はどんどん昇進していった。
でも、みじめだった。

でも絶対に
あきらめなかった。

自分の力を、奴らに
見せつけてやる。

モサド 情報機関モサド 情報機関モサド 情報機関



ために来たんだ。ために来たんだ。
君の人生を変える君の人生を変える

“交戦規則”では
見つけ次第、撃て。
でも、規則なんて私には
何の意味もない…

非交戦区域での実践任務時間を
消化するため、
私は毎晩見回りに出ていた。

自分はこの男を
何で殺すのか。
安全のため？
復讐のため？
国のため？
それともただの殺人？

母と祖母のことを思った。
そして… 躊躇した。

…失望させた。

ギテルマン中尉、
危害を加えるために
来たのではない。

ために来たんだ。
君の人生を変える


